愛別町教育の振興に関する施策の大綱
○大綱の理念
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　　愛別町町民憲章の具現化のもとに、第１０次愛別町振興計画の基本テーマ「ふれ愛と活力豊かな、夢のある愛別づくり」を目指して、教育の分野においては、愛別町の豊かな自然と郷土愛を基盤に、学校・家庭・地域社会が十分連携し、教育・文化・スポーツ活動などの幅広い体験機会の充実を図り、心豊かに未来をはぐくむまちづくりを進めます。
　　また、対象期間については、本大綱は第１０次愛別町振興計画に基づくものであるため、振興計画と同じ、平成２７年度から平成３１年度までとする。
○教育分野の施策体系

　幼児期は、豊かな情操と集団生活などの基本を身につける重要な時期であり、幼児期にふさわしい様々な体験を通して集団との関わりの中で、幼児一人ひとりの望ましい発達を促していくことが大切です。
　幼児期に育むことが期待される、「生きる力」の基礎となる心情、意欲、態度などを身につけるため、豊かな生活体験を積極的に取り入れた保育実践を推進し、心身ともにたくましく生きる子どもの育成に取り組みます。

基礎・基本を確実に身に付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性、たくましく生きるための健康や体力などの「生きる力」をはぐくむことが重要です。

　子どもたちが、学ぶ楽しさを実感し、主体的に学び続ける意欲や態度を身に付け、変化の激しい社会を自立して生きていくことができるよう、確かな学力の向上に取り組みます。

　また、倫理観や人間尊重の精神、何事もあきらめずに頑張る心など豊かな心とその基盤となる健やかな体を育成するため、子どもたちが健全な生活を通して、心豊かに成長していくことができるよう取り組みます。


　高度情報化、過疎化等による地域教育力の低下や生活環境の変化など、地域社会の状況や教育を取り巻く環境が大きく変化しており、学校・家庭・地域の連携強化や体験活動・学習機会の拡充など社会教育の重要性は一層高まっています。

　学習機会の提供と拡充を行うとともに、豊かな知識と経験の成果を地域社会の中で生かすことの出来るシステムづくりと、異世代間との交流の場を拡充し、愛別町の豊かな自然を生かし、自らの目標に向かって夢や希望をもち、心豊かでたくましく生きていく力をはぐくむ、創意と活力に満ちた社会教育の推進に取り組みます。

　芸術文化活動は、生活の充実と地域社会の発展に重要な役割を果たしており、心豊かで活力ある社会を形成していくために重要な活動です。

　芸術文化活動への参加機会の拡充や優れた芸術文化にふれることができる環境づくりと文化財や郷土資料の次世代への伝承や保存・保護活動への支援に取り組みます。


　心身ともに健康で充実した生活を送るためには、生涯にわたりスポーツを楽しむことが大切であり、誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツを楽しむことができる生涯スポーツの実現が求められています。
　生涯にわたるスポーツ活動の充実を図るためにニーズに応じた教室の開催や体育協会と連携した各種大会の開催や、スポーツ環境の充実を図るため、情報提供にも取り組みます。

『心豊かに未来をはぐくむまちづくり』





幼児教育





学校教育





社会教育





文　　化





スポーツ








